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Fig.3:12C コアの密度分布と1d互にある陽子2個中性子2個の状態の密度分布｡上段の3つ2
はそれぞれ(a)<J:I>-4､(b)<jz>-6､(C)<iz>-8の12C コアの密度分布であるo下
段の3つは(d)<Jz>-4､(e)<Jz>-6､(f)<Jz>-8の1d旦状態の密度分布である｡2
今回の計算ではCrankedHF方程式をReferenceStateMethodを用いて解く事によっ
て160の 1st励起 o+状態に対応した励起◆'HF状態を作り､その回転バンドに於ける集団
角運動量に対する160のクラスター的構造の変化を調べた｡有効相互作用として上記の
Gogny力を用いた｡
計算の結果､回転バンドがBandTerminationl3】を起こす<Jz>-8+の状態【15】の近
傍に於いてasymmetricパラメータげ 急速に1.047lrad.]になり【16日17ト各占有状態のjz
の期待値の幅の△Jzs･p･の値もOに向かう事から(Fig･2)､この領域で集団回転運野のコリ
オリカによる､-粒子波動関数のスピンの集団回転軸方向へのalignment【1】が起こってい
る事が分かる｡また､<jz>の増加に伴う密度分布の変化(Fig.1)を見ると､<jz>-0
から<Jz>-6迄は比較的同じ様な形状を保っているが<Jz>-8付近では大きく変化
し､<jz>-Oと同じ様なクラスター的構造を持たない012C に相当する1sAとlp書状態つ
にある粒子の密度分布の重ね合わせを見てみると､<Jz>が増加しても12C 基底状態の
様な形を保ったままである｡しかし､ld亘の状態は非占有状態の影響を大きく受ける為､2
<jz>-8近傍で､alignmentにより密度分布が大きく変わる(Fig.3).また<jz>に対
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する1d互の状態の角運動量の寄与を見ると､1d互にある4つの粒子が殆んどの角運動量を
担ってV2､る｡ 2
以上の事から160の 1st励起 o+状態のα-クラスター的構造の形成には､1d亘の状態が2
大きく寄与している事が分かった｡ これは中量核に於ける回転バンド交差領域での構造変
化の議論 【18]と共通の見方でα-クラスター的構造の変化が議論できる事を示している｡
上記の様な解析の手法をその他のα-クラスター構造を持つ様々な核に適用し､その有
効性を調べるのが今後の課題である｡
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